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高齢化が進む中、国は、国民のＱＯＬ（生活の質）向上や医療費の削減のために、さまざまな健康

増進政策を行っている。たとえば、健康日本 21（第二次）では、健康寿命の延伸と地域差縮小、生活

習慣病の予防・重症化予防等を目標と設定し、推進している。 

健康寿命の地域差縮小が目的の１つとなっていることからもわかるように、住民の健康状態は地域

によって異なる。これは、地域で住民の年齢や職業構成が違うだけでなく、生活習慣や食文化等も違

うからである。また、提供できる医療体制も地域ごとに異なることから、健康増進に向けた取り組み

や医療計画は都道府県単位で行うことが多い。 

都道府県で、住民の健康状態や医療供給体制、受診状況にどの程度の違いがあるのだろうか。これ

から何回かに分けて、健康・医療・介護分野の各種データを都道府県ごとに見ていきたい。 

今回は、健康寿命の都道府県格差についてみる。 

 

1――健康寿命の都道府県による差は最大男性 2.0 年、女性 2.7 年 

今年３月、厚生労働省から 2016 年の都道府県別健康寿命が公表された。この健康寿命は、「健康上

の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」と定義され、厚生労働省が公開している生

命表と国民生活基礎調査の「あなたは現在、健康上の問題で日常生活に何か影響がありますか」とい

う設問の結果を用いて、３年に１回算出されている1。 

現在、国では、平均寿命の延伸とそれを上回る健康寿命の延伸、および地域差縮小を目標とした取

組が行われている。今回の都道府県別健康寿命は、こういった国による取組みの進捗を確認するため

の指標となる。 

本稿では、平均寿命と健康寿命の都道府県による特徴を確認した後、都道府県別の健康寿命と平均

寿命の関係、および健康寿命の都道府県による差を確認し、健康寿命の延伸に向けた今後の取り組み

について考察する。 

                                                 
1  「国民生活基礎調査」は毎年実施されているが、健康寿命の算出に使用する設問は、３年に１回の大規模調査によるもの

であるため、健康寿命も３年ごとに公表されている。2016 年は、熊本地震によって、熊本県では国民生活基礎調査を行

われておらず、2016 年の熊本県の健康寿命は計算されていない。 
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2――都道府県別の平均寿命と健康寿命 

1｜平均寿命（2015 年）の長さは、男女

で同じ傾向を示す 

まず、平均寿命の都道府県による特徴

を見るために、男女の平均寿命の関係を

確認する（図表１）。その結果、平均寿命

が長い都道府県は男女ともに長く、短い

都道府県は男女ともに短い傾向があった

（相関係数は 0.77）。平均寿命は、都道

府県固有の要因の影響を受けていると考

えられる。 

男女ともに平均寿命が長い都道府県は

長野県と滋賀県であり、短い県は青森県

だった。全国平均と比べて、福井県、愛

知県等の中部地方は男性の平均寿命が長

い傾向があり、岡山県、島根県等の中国

地方や、沖縄県、熊本県等の九州・沖縄地方は女性の平均寿命が長い傾向があった。 

男性の平均寿命がもっとも長い滋賀県ともっとも短い青森県の差は 3.11 年、女性の平均寿命がもっ

とも長い長野県ともっとも短い青森県の差は 1.74 年で、都道府県のバラつきの幅（標準偏差）は、男

性が 0.57 年、女性が 0.40 年と女性の方が都道府県による差が小さかった。 

 

2｜健康寿命（2016 年）の長さは、平均

寿命ほどは男女で同じ傾向を示さない 

次に、健康寿命の都道府県による特徴

を見るために、男女の健康寿命の関係を

確認する（図表２）。その結果、健康寿命

にも男女間で一定の相関があったものの、

平均寿命ほど強いものではなかった（男

女の相関係数は 0.43）。したがって、健

康寿命は平均寿命と比べて、都道府県固

有の要因以外の影響を受けていることが

推測できる。 

男女とも健康寿命が長い都道府県は、

愛知県と山梨県だった。この２つの県を

含む中部地方で男女とも健康寿命が長い

傾向があり、奈良県、京都府等の近畿地

図表２ 都道府県別健康寿命の分布 

 
（資料）厚⽣労働省「第 11 回健康⽇本 21（第⼆次）推進専⾨委員会」（2018 年３⽉９⽇） 
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図表１ 都道府県別平均寿命の分布 

 
（ 注 ）相関係数に付されている「*」は 1%⽔準で有意な数値であることを⽰す（以下同じ） 
（資料）厚⽣労働省「2015 年都道府県別⽣命表の概況」 
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方は男女とも短い傾向があった。沖縄県、鹿児島県等九州・沖縄地方は女性の健康寿命が長い傾向が

あった。 

男性の健康寿命がもっとも長い山梨県ともっとも短い秋田県の差は、2.00 年、女性の健康寿命がも

っとも長い愛知県ともっとも短い広島県の差は 2.70 年で、都道府県のバラつきの幅（標準偏差）は、

男性が 0.51 年、女性が 0.65 年と男性の方が都道府県による差が小さかった。 

 

3｜女性の健康寿命の差は、不健康期間の差による 

健康寿命の長さは、平均寿命の長さと、健康上の問題で日常生活に影響がある割合を全年齢につい

て足し合わせた不健康期間の長さで決まる。男女それぞれ、どちらと関係しているのか確認する。 

まず、男性について平均寿命と健康寿命、不健康期間と健康寿命、それぞれの相関をみる（図表３）。

その結果、男性の健康寿命の長さは、平均寿命の長さ（相関係数 0.38）と不健康期間の長さ（相関係

数-0.48）に相関関係があることが確認できた。 

一方、女性についてみると（図表４）、女性の健康寿命の長さは、平均寿命の長さとは相関がなく（相

関係数-0.03）、不健康期間の長さ（相関係数-0.86）に強い相関があった。 

 男性の健康寿命の都道府県による差は、平均寿命、不健康期間いずれの影響も受けているが、女性

の健康寿命の都道府県による差は、平均寿命による影響はなく、不健康期間の差によると考えられる。 

 

 

図表３ 健康寿命と平均寿命・不健康期間との関係（男性） 
【平均寿命×健康寿命】                       【不健康期間×健康寿命】 

  
（資料）厚⽣労働省「第 11 回健康⽇本 21（第⼆次）推進専⾨委員会」（2018 年３⽉９⽇） 
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図表４ 健康寿命と平均寿命・不健康期間との関係（⼥性） 
【平均寿命×健康寿命】                       【不健康期間×健康寿命】 

   
（資料）厚⽣労働省「第 11 回健康⽇本 21（第⼆次）推進専⾨委員会」（2018 年３⽉９⽇） 

3――都道府県別の健康寿命の推移 

都道府県別の健康寿命の推移については、

全体として延伸したうえで、都道府県間のバ

ラつき（標準偏差）が縮小することが望まし

い。そこで、2010 年、2013 年、2016 年の健

康寿命について、0.5 年刻みでの度数分布の

推移をみる（図表５）。その結果、度数分布は、

男女とも右側へシフトしており、全体として

年を追うごとに延伸していることがわかる。

都道府県のバラつき（標準偏差）は、男女そ

れぞれ 0.68→0.59→0.51、0.77→0.72→0.66

と縮小していた。2010 年から望ましい方向で

健康寿命が延伸してきたと言える。 

ただし、都道府県別の健康寿命には、サン

プル数が少ないこともあり、一定の誤差を含

むと考えられている。厚生労働省では、都道

府県の格差縮小の評価には、この誤差を補正

した標準偏差2を使っている。これによれば、

男性の都道府県差は有意に縮小していたが、

女性の都道府県差の縮小は有意ではないとの

ことだ3。 

                                                 
2  厚生労働科学研究「健康寿命及び地域格差の分析と健康増進対策の効果検証に関する研究」による。 
3  厚生労働省「第 11 回健康日本２１（第二次）推進専門委員会」（2018 年３月９日）より。 
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図表５ 健康寿命の推移（階級別度数分布） 
【男性】               【⼥性】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（資料）厚⽣労働省「第 11 回健康⽇本 21（第⼆次）推進専⾨委員会」 

（2018 年３⽉９⽇）から作成 
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4――健康寿命の延伸、および都道府県差縮小に向けて 

以上のとおり、本稿では、都道府県別に男女それぞれの平均寿命と健康寿命とこれらの関係をみて

きた。 

まず、平均寿命が長い都道府県は、男女とも長い傾向があった。生活習慣や食文化等を含む都道府

県固有の要因の影響を受けていると考えられる。一方、健康寿命は平均寿命ほど、男女に共通した都

道府県による傾向はみられなかった。 

平均寿命と健康寿命の関係、不健康期間と健康寿命の関係をみると、男性はいずれとも相関関係が

あり、男性の都道府県による差は平均寿命の差と不健康期間の差によるものと考えられる。一方、女

性は平均寿命とは相関がなく、不健康期間と強い相関がある。女性の平均寿命の都道府県差は最大で

1.74 年と小さいのに対し、不健康期間の差は最大 3.20 年と大きいこともあり、不健康期間の影響が

大きいものと考えられる。すなわち、健康寿命は必ずしも平均寿命と連動して延伸しない。したがっ

て、平均寿命、健康寿命それぞれについて、延伸に向けた取組が必要だと考えられる。 

時系列でみると、男女とも、健康寿命は全体として年を追うごとに延伸していた。都道府県のバラ

つき（標準偏差）は、男女とも縮小傾向にあった。しかし、都道府県別に健康寿命の推移をみていく

と、すべての都道府県で延伸しているわけではない。上述のとおり、都道府県別の数値には一定の誤

差を含む。そのため、ちょっとした値の上下に囚われる必要はないかもしれないが、国全体の延伸傾

向や都道府県差縮小傾向とは別に、都道府県別の推移を注視しておく必要があるだろう。 

今後、男性の平均寿命の都道府県差も女性と同様に小さくなるとすれば、健康寿命のさらなる延伸、

および都道府県差の縮小に向けては、これまで以上に不健康期間の短縮、および都道府県差縮小が引

き続き重要となるだろう。 
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5――（参考）都道府県別 健康寿命 
 

 
（ 注 ）2016 年は、熊本地震によって、熊本県では国⺠⽣活基礎調査を⾏われておらず、2016 年の熊本県の健康寿命は計算されていない。 
（資料）厚⽣労働省「第 11 回健康⽇本 21（第⼆次）推進専⾨委員会」（2018 年３⽉９⽇）より 

 

男性 ⼥性
2010 2013 2016 2010 2013 2016

全国 70.42 71.19 72.14 73.62 74.21 74.79
北海道 70.03 71.11 71.98 73.19 74.39 73.77
⻘森 68.95 70.29 71.64 73.34 74.64 75.14
岩⼿ 69.43 70.68 71.85 73.25 74.46 74.46
宮城 70.40 71.99 72.39 73.78 74.25 74.43
秋⽥ 70.46 70.71 71.21 73.99 75.43 74.53
⼭形 70.78 71.34 72.61 73.87 74.27 75.06
福島 69.97 70.67 71.54 74.09 73.96 75.05
茨城 71.32 71.66 72.50 74.62 75.26 75.52
栃⽊ 70.73 71.17 72.12 74.86 74.83 75.73
群⾺ 71.07 71.64 72.07 75.27 75.27 75.20
埼⽟ 70.67 71.39 73.10 73.07 74.12 74.67
千葉 71.62 71.80 72.37 73.53 74.59 75.17
東京 69.99 70.76 72.00 72.88 73.59 74.24
神奈川 70.90 71.57 72.30 74.36 74.75 74.63
新潟 69.91 71.47 72.45 73.77 74.79 75.44
富⼭ 70.63 70.95 72.58 74.36 74.76 75.77
⽯川 71.10 72.02 72.67 74.54 74.66 75.18
福井 71.11 71.97 72.45 74.49 75.09 75.26
⼭梨 71.20 72.52 73.21 74.47 75.78 76.22
⻑野 71.17 71.45 72.11 74.00 74.73 74.72
岐⾩ 70.89 71.44 72.89 74.15 74.83 75.65
静岡 71.68 72.13 72.63 75.32 75.61 75.37
愛知 71.74 71.65 73.06 74.93 74.65 76.32
三重 70.73 71.68 71.79 73.63 75.13 76.30
滋賀 70.67 70.95 72.30 72.37 73.75 74.07
京都 70.40 70.21 71.85 73.50 73.11 73.97
⼤阪 69.39 70.46 71.50 72.55 72.49 74.46
兵庫 69.95 70.62 72.08 73.09 73.37 74.23
奈良 70.38 71.04 71.39 72.93 74.53 74.10
和歌⼭ 70.41 71.43 71.36 73.41 74.33 74.42
⿃取 70.04 70.87 71.69 73.24 74.48 74.14 上位５都道府県
島根 70.45 70.97 71.71 74.64 73.80 75.74 上位６〜10都道府県
岡⼭ 69.66 71.10 71.54 73.48 73.83 75.09 下位５都道府県
広島 70.22 70.93 71.97 72.49 72.84 73.62 下位６〜10都道府県
⼭⼝ 70.47 71.09 72.18 73.71 75.23 75.18
徳島 69.90 69.85 71.34 72.73 73.44 74.04
⾹川 69.86 70.72 72.37 72.76 73.62 74.83
愛媛 69.63 70.77 71.33 73.89 73.83 74.59
⾼知 69.12 69.99 71.37 73.11 74.31 75.17
福岡 69.67 70.85 71.49 72.72 74.15 74.66
佐賀 70.34 71.15 71.60 73.64 74.19 75.07
⻑崎 69.14 71.03 71.83 73.05 73.62 74.71
熊本 70.58 71.75 ー 73.84 74.40 ー
⼤分 69.85 71.56 71.54 73.19 75.01 75.38
宮崎 71.06 71.75 72.05 74.62 75.37 74.93
⿅児島 71.14 71.58 72.31 74.51 74.52 75.51
沖縄 70.81 72.14 71.98 74.86 74.34 75.46


